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平成１８年度 

第２回高松市庵治地区地域審議会 

会議録 

 

 

 

１ 日時 

  平成１８年１１月１７日（金） 午前９時５８分開会・午前１１時２５分閉会 

 

２ 場所 

  高松市庵治支所 １０５会議室 

 

３ 出席委員 １３人 

会 長       上北 東太郎

副会長       岡田 耕之介

委 員       浦  芳樹 

委 員       小磯 治雄 

委 員       嶋野 勝路 

委 員       新上 隆司 

委 員       髙砂 正元 

委 員       髙橋 昭美 

委 員       平田 フサ子 

委 員       増田 富子 

委 員       三好  治 

委 員       村井 雅子 

委 員       森岡 美佐子 

               

４ 欠席委員 ２人 

 

委 員       岡田  賢 委 員       長尾 榮治 

               

 

 



- 2 - 

５ 行政関係者 

高松市長        増田 昌三 

市民部長        香西 信行 

市民部次長 地域振興課長事務取扱 

            久利 泰夫 

地域振興課主幹     村上 和広 

地域振興課長補佐    加茂 富義 

地域振興課主任主事   山本 麻美 

 

企画財政部長     岸本 泰三 

企画財政部次長  企画課長事務取扱 

    加藤 昭彦 

企画課長補佐     秋山 浩一 

企画課企画担当課長補佐 

板東 和彦 

企画課企画員     三好  健 

企画課主任主事    佐野 健市 

 

保育課長補佐      田中 克幸 

農林水産課長      川西 正信 

都市計画課交通政策室長 稲葉 秀一 

公園緑地課長      氏部 幸男 

公園緑地課主幹     三野 和雄 

公園緑地課長補佐    宮脇 雅彦 

土木部次長 道路課長事務取扱 

     稲垣 基通 

道路課長補佐     川東 敬幸 

河港課長       白井 秀憲 

文化部次長 文化振興課長事務取扱 

川崎 正視 

 

６ 事務局 

庵治支所長       梶河 正孝 

支所課長        白井 文夫 

管理係長       島野  學 

主査         多田 安寬 

 

７ オブザーバー 

高松市議会議員     髙砂 清一  

 

８ 傍聴者 ４人 
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平成１８年度第２回高松市庵治地区地域審議会次第 

 

 

                     日時 平成１８年１１月１７日（金） 

                 午前１０時 

                  場所 庵治支所 １０５会議室 

 

１ 開会 

 

 

２ 会議録署名委員の指名 

 

 

３ 議事 

   平成１９年度建設計画実施計画に関する要望に係る対応方針について 

 

 

４ その他 

 

 

５ 閉会 
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午前 ９時５８分 開会 

会議次第１ 開会 

○事務局（島野係長） それでは，ただいまから平成１８年度第２回高松市庵治地区地域

審議会を開会いたします。 

委員皆様方には，何かと御多忙中のところ，御出席をいただき，誠にありがとうござい

ます。 

 開会に当たりまして，本地域審議会の委員変更の御報告と新しい委員を御紹介いたしま

す。 

去る７月２１日付けで，藪淳子委員から辞任届が提出され，これを受理いたしました。 

ｊこれを受けまして，合併後の施策全般に関し，きめ細かに住民の意見を反映させるとい

う，この地域審議会制度の趣旨を踏まえ，新しく森岡美佐子氏に委員をお願いすることと

し，８月１１日付けで委嘱をさせていただいたところでございます。 

それでは，御紹介いたします。 

森岡美佐子委員でございます。（森岡委員自席で起立の上，会釈） 

どうぞよろしくお願いいたします。 

なお，本日は，岡田賢委員，長尾榮治委員が所用のため，欠席されております。 

また，オブザーバーとして，髙砂高松市議会議員に御出席をいただいておりますことを

御報告申しあげておきます。 

ここで，増田高松市長からごあいさつを申しあげます。 

○増田市長 おはようございます。 

ｊ本日は，皆様方，何かと御多用の中を，平成１８年度第２回高松市庵治地区地域審議会

に御出席いただきまして，誠にありがとうございます。 

月月日の経つのは早いもので，合併後，早やもう１０か月余りが経過いたしております。

この間，市民生活におきまして，文化，スポーツ，観光を始め，様々な分野で市民の多様

な交流の輪が広がり，新しいまちづくりが着実に一つの形となりつつあることを実感いた

しておるところでございます。これも，委員皆様方始め，市民各位の御理解，御協力のた

まものと，厚く御礼を申しあげる次第であります。 

ｊさて，御当地庵治地域を始めとする合併町地域のまちづくりにつきましては，合併によ

るまちづくりのマスタープランであります建設計画の実現を図るため，今後，特に重点的 

に実施しようとする事業を始め，特色ある事業を実施計画として取りまとめるべく，当面， 
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来年度事業に向けた要望等の取りまとめを当審議会にお願いしたところでございます。 

ｊ本日は，先般，当審議会から御提出をいただきました要望等に対する今後の対応方針等

について，御審議をいただくこととなっておりますが，委員の皆様方には，率直な忌憚の

ない御意見を賜りますよう，お願いを申しあげる次第であります。 

ｊなお，終わりに臨み，私事でありますが，この場をお借りして一言ごあいさつを申しあ

げます。 

ｊ私，去る９月市議会におきまして，来期の市長選挙には出馬せず，今期をもって市長職

を退くことを表明させていただきました。 

ｊ最近の市政の状況は，長年の懸案でありましたこの市町合併が一段落いたしましたこと，

そして，新高松市総合計画が平成２０年度開始に向けて，今，検討されておることなどを

考えますと，現在，今，市政の大きな節目，転換期を迎えておると存じます。 

ｊ振り返りますと，３期１２年の長きにわたりまして，私が県都，中核市の市長として職

務を全うすることができ，また，本市の歴史を刻む市町大合併を実現することができまし

たのも，ひとえに市民皆様方の絶大なる御支援，御協力のたまものでございまして，この

点，心より厚く御礼を申しあげる次第であります。 

ｊなお，残された在任期間中は，これまで同様，全力を挙げて直面する市政の課題に取り

組み，とりわけ，合併した各地域との一体化がより円滑に進むよう最大限の努力を傾注し

てまいりたいと存じております。 

ｊ委員皆様方には，どうか引き続き，新高松市の更なる発展のため，格別の御理解と御尽

力を賜りますよう心よりお願いを申しあげまして，ごあいさつとさせていただきます。 

今日は，ありがとうございました， 

○事務局（島野係長） ありがとうございました。 

 次に，上北会長からごあいさつを申しあげます。 

○上北会長 おはようございます。 

 本日は，委員皆様方を始め，行政関係の皆様方におかれましては，お忙しい中，平成１

８年度第２回高松市庵治地区地域審議会に御出席をいただき，誠にありがとうございます。     

ｊ本日の議題は，「平成１９年度建設計画実施計画に関する要望に係る対応方針について 

でございます。 

ｊこれは御承知のとおり，平成１８年度第１回高松市庵治地区地域審議会で事業化等要望 

の取りまとめの依頼を受け，その後，本地域審議会で意見集約を図りまして，去る８月１ 

」 
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日付けで高松市長様に提出したものでございます。本日は，それぞれ要望に即した項目に

対して，各担当部署の考え方，また，今後の対応方針について，御説明をいただくことに

なっております。当局には，事案に対し，組織全体で対応する中で，前例踏襲や縦割り行

政でなく，より柔軟な姿勢で事業実施に向けた積極的な回答をお願いする次第でございま

す。          

ｊ先ほども増田市長様より退任のごあいさつがございましたが，本地域審議会の各事業計

画等が，今後とも，円満に次の市長様に受け継がれることを心よりお願いを申しあげまし

て，甚だ簡単ではありますが，ごあいさつとさせていただきます。 

ありがとうございました。 

○事務局（島野係長） ありがとうございました。 

 増田市長には，所用のため，これをもちまして退席させていただきますので，御了承の

ほど，お願い申しあげます。 

［増田市長退席］ 

○事務局（島野係長） それでは，以降の進行につきましては，本地域審議会に関する協

議第７条第３項の規定により，上北会長に会議の議長をお願いいたします。 

○議長（上北会長） 本地域審議会の規定により，私の方で議長を務めさせていただきま

す。円滑な議事の進行に御協力のほど，よろしくお願いを申しあげます。 

本日の出席委員は，本地域審議会の規定に定める半数以上の１３名でございますので，

会議として成立しております。 

会議次第２ 会議録署名委員の指名 

○議長（上北会長） それでは，会議次第の２，会議録署名委員の指名をさせていただき

ます。 

 会議録署名委員は，本地域審議会の名簿順にお願いしております。本日の会議録署名委

員には，髙橋昭美委員さん，平田フサ子委員さんのお二人にお願いいたします。 

よろしくお願いをいたします。 

 会議次第３ 議事 

  平成１９年度建設計画実施計画に関する要望に係る対応方針について 

○議長（上北会長） それでは次に，会議次第３の議事に入らさせていただきます。 

 「平成１９年度建設計画実施計画に関する要望に係る対応方針について」を議題といた

します。 
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 各事業の対応方針の説明に入ります前に，企画課から，本日の地域審議会開催の趣旨等 

について説明を行いたいとの申出がありますので，まず，加藤企画財政部次長から説明を

お願いいたします。 

 加藤企画財政部次長。 

○加藤企画財政部次長 企画財政部企画課の加藤でございます。どうぞよろしくお願いい

たします。 

 要望等に対します各部局の対応方針を御説明させていただきます前に，まず，私の方か

ら，今回，本年度第２回目の地域審議会の開催をこの時期にお願いいたしました趣旨など

につきまして，簡単に御説明をさせていただきたいと存じます。 

 平成１９年度の建設計画の実施計画の調整に当たりましては，住民の皆様の御意見，御

要望等を反映するために，この地域審議会から要望書を提出していただいたところでござ

います。 

 御承知のように，高松市では１０月から本格的に来年度予算の編成作業に取り掛かって

おりますが，このスケジュールを申しあげますと，１０月から編成作業に取り掛かりまし

て，市内部での調整を経て，来年の２月下旬に予算の議案として市議会へ提出し，公表す

るということになっております。このようなスケジュールの中で，どの時点で要望事項に

対する考え方をこの地域審議会に対してお示しすべきかということを検討してまいりまし

たが，予算が確定した後に事後報告という形で御説明するのではなくて，確定する前の早

い段階で，要望事項に対する考え方なりを示すべきではないかというふうに考えました。 

 このようなことから，今回，予算の編成作業を行っている段階で，要望に対する各部局

の対応方針を御説明させていただき，それに対して委員の皆様の御意見をお聞きする場を

持つのが良いのではないかということで，この時期に地域審議会を開催していただいたと

ころでございます。 

 最終的に予算化されるかどうかにつきましては，全市的な予算編成の過程の中で，精査，

検討し，決定をするということになりますが，まずは，現時点での各部局の対応方針を御

説明させていただくため，地域審議会をこの時期に開催していただいたということでござ

いまして，この点，御理解を賜りたいと存じます。 

 以上が，開催趣旨等につきましての説明でございます。どうぞよろしくお願いをいたし

ます。 

○議長（上北会長） ありがとうございました。 
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 本日の議事の進め方といたしましては，その要望に係る対応方針について，委員の皆様 

にお配りしております，Ａ３判の資料，「平成１９年度建設計画実施計画に関する要望に

係る対応方針」に沿って，二つの事業項目ごとに説明をいただき，その都度，御意見，御

質問をお受けしたいと思います。 

 なお，一つの担当部署で複数の要望がある場合につきましては，続けて説明をお願いい

たします。また，時間の関係もございますので，質問，答弁につきましては，簡潔にお願

いいたします。 

 それでは，道路課から説明をお願いいたします。 

 道路課関係は，４項目でございますので，まず，№１「高橋改修事業または新規路線計

画の策定」，№５「市道才田谷線道路改良事業」について，説明願います。 

○稲垣土木部次長 道路課の稲垣でございます。よろしくお願いします。 

 それでは，上の№１「高橋改修事業または新規路線計画の策定」につきまして，御説明

させていただきます。 

 高橋を含めました道路整備は，庵治町，牟礼町との地域間交流を促進する上からも重要

と考えております。このため，既存道路の交通渋滞の原因など，高橋を中心に牟礼周辺の

国道，県道を含めた広範囲な交通現況分析および将来交通流量などの調査が必要ですので，

平成１９年度に国，県と連携の下，交通量調査を行ってまいりたいと考えております。 

 続きまして，№５「市道才田谷線道路改良事業」の交差点改良でございますが，現地調

査をしましたところ，通行の安全確保を図る観点からも交差点改良は必要と思われますの

で，地元自治会を始め，幼稚園，水利関係者等と協議を行い，実施に向けて改善策を検討

してまいりたいと存じます。 

 協議の結果，関係者全員の同意，合意形成が得られれば，道路課作成の所定の要望書， 

関係者が署名，捺印したものを提出していただくということになります。その後，要望書

を受領後に測量，設計，登記関係等の手続きを終えてから工事着手となりますので，御協

力のほど，よろしくお願いしたいと存じます。 

 以上です。 

○議長（上北会長） ただいま説明のありました「高橋改修事業または新規路線計画の策

定」，「市道才田谷線道路改良事業」について，御質問，御意見等がございましたら，御

発言願います。 

 特に御質問等無いようですので，№１「高橋改修事業または新規路線計画の策定」，№ 
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５「市道才田谷線道路改良事業」については，これで終わります。 

 続いて，№６「市道丸山湯谷線道路改良事業」，№８「市道庵治中央線道路改良事業」

について，引き続き道路課から説明願います。 

○稲垣土木部次長 引き続きまして，道路課から説明させてもらいます。 

 まず，「市道丸山湯谷線道路改良事業」の用地購入，実施設計でございますが，本計画

路線は，県道高松牟礼線に接続することや，合併前に作成した概略設計を基に県や警察と

交差点協議を行い，最適な道路線形を決定していく必要がございます。そして，その協議

が調った後，土地所有者，関係者へ説明し，同意が得られるようであれば，詳細設計，土

地分筆登記，所有権移転登記を行うこととなります。内容につきましても，その都度，説

明会を開き，その中で合意形成を図ってまいりたいと存じます。 

 なお，本路線につきましては，請願道路としての取扱いとなりますので，地元代表者を

決めていただくとともに，関係者への周知，調整を行っていただくことになります。承諾

がいただければ，１９年度に詳細設計に着手したいと考えておりますので，事業推進に御

協力いただきますようお願いいたします。 

 続きまして，「市道庵治中央線道路改良事業」の井谷地区の水路の暗きょ化または待避

所の設置でございますが，水路の暗きょ化を進めるためには，地先土地所有者，水利関係

者の同意が必要でございます。関係者の同意が得られるようであれば，道路課作成の所定

の要望書，関係者が署名，捺印したものを提出していただくこととなります。 

 今後，土地関係者など全員から同意のあった要望書を受け，測量，設計や登記関係等の

手続を終え，工事に着手することとなります。事業実施に当たっては，御協力のほど，よ

ろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○議長（上北会長） ただいま説明のありました，「市道丸山湯谷線道路改良事業」「市

道庵治中央線道路改良事業」について，御質問，御意見がございましたら，御発言をお願

いいたします。 

 特に御質問等無いようですので，№６「市道丸山湯谷線道路改良事業」，№８「市道庵

治中央線道路改良事業」については，これで終わります。 

 続いて，№２「防潮対策」，№３「漁港の整備」について，河港課から説明願います。 

○白井河港課長 河港課の白井でございます。よろしくお願いいたします。 

 それでは，２番目の「庵治漁港の防潮堤の設置」でございますが，地域防災の観点，そ 
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れから，緊急性を十分検討いたしました結果，平成１９年度から国の補助採択を得て，工

事に着手したいと考えております。 

 それから，３番目，「庵治漁港の浚渫」でございますが，漁協からの要望もあり，事前

調査した結果，浚渫が必要であるということで，これも平成１９年度に工事に着手したい

と考えております。 

 以上でございます。 

○議長（上北会長） ただいま説明のありました，№２「防潮対策」，№３「漁港の整

備」について，御質問，御意見等ございましたら，御発言願います。 

 嶋野委員。 

○嶋野委員 嶋野です。 

 先ほど，白井課長の方から防潮対策ということで，平成１９年度から国の補助採択を受

けてということでございますが，もう既に，国との予算のヒアリングをやっておられると

思いますが，この予算措置が付く見込みがあるのかどうか，この点お分かりでしたら教え

ていただきたいと思います。 

○議長（上北会長） 河港課。 

○白井河港課長 防潮堤につきましては，高潮対策として，高松市から２か所要望してお

ります。高松漁港と庵治漁港，どちらも新規でございますので，なかなか国の方も枠があ

りまして，２か所いっぺんに付くかどうかは分かりませんけれども，付く見込みでやって

おります。国の感触としても，ある程度はそういう感触は持っております。 

 以上でございます。 

○議長（上北会長） 続いて御質問ございませんか。 

 三好委員。 

○三好委員 三好です。 

 久通港の浚渫につきまして，前，漁業組合とか開発組合とかが協議したわけでございま

すが，その時，河港課からもお見えいただいとって，浚渫に前向きの姿勢で臨むというこ

とでお話を伺っとんですが，いかがですか。 

○議長（上北会長） 三好委員に申しあげます。 

 今は防潮対策，漁港の整備について御質問等を承っておりますので，この事案以外につ

いては，その他なんかで御質問をお願いしたらと思います。 

 他にありませんか。 
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 他に無いようでございますので，№２「防潮対策」，№３「漁港の整備」については，

これで終わります。 

 続いて，№４「保育環境の整備」，№９「竜王山公園（仮称）の整備」について，保育

課および公園緑地課から説明を願います。 

○田中保育課長補佐 保育課田中でございます。よろしくお願いいたします。 

 保育課の「防犯監視システムの整備について」でございますが，現在，旧高松市の公立

保育所は２９か所ございますが，不審者対策といたしまして，すべての保育所におきまし

て，カメラ付きインターホンを設置しております。これにつきまして，犯罪や不審者から

児童を守るため，合併町の保育所におきましても，同様にカメラ付きインターホンを設置

してまいりたいと考えております。 

 また，これ以外にも，保育所の安全管理マニュアルを周知するとともに，不審者情報に

つきましても，随時，掲示をいたしまして，対応をしているところでございます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（上北会長） 続いて公園緑地課から御説明をお願いします。 

○氏部公園緑地課長 失礼します。公園緑地課の氏部でございます。 

 「竜王山（仮称）の整備」でございますが，１９年度に実施，要望する事業といたしま

して実施設計，地元の要望を踏まえたものということでございますが，現在，竜王山公園

（仮称）につきましては，本年度におきまして，公有財産の購入費，また，測量委託費の

予算が承認をされておりまして，現在，用地交渉に向けての前段でございます，農地転用

のですね，手続き関係，また，選果場等施設も補助で整備したものが，今，ございますが，

この補助事業の残存物件の処分等につきまして，香川県とも，今，調整を行っております

ので，これらの調整が調い次第，用地購入に努めてまいりたいというふうに考えておりま

す。 

 整備内容でございますが，整備に当たりましては，地元のですね，説明会というような

ものを開催をいたしまして，御要望をお聞きする中で，平成１９年度につきましては，今

現在のところは，遊歩道等の整備に着手する計画でございます。 

 以上でございます。よろしくお願いします。 

○議長（上北会長） ただいま説明のありました，「保育環境の整備」「竜王山公園（仮

称）の整備」について，御質問，御意見等ございましたら，御発言願います。 

 特に御質問等無いようですので，№４「保育環境の整備」，№９「竜王山公園（仮称）
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の整備」については，これで終わります。 

 続いて，№７「河鵜対策」，その他の要望事項「市有地等の有効活用」について，農林

水産課から説明願います。 

 農林水産課。 

○川西農林水産課長 農林水産課の川西です。 

 「河鵜対策」のうち，継続的なカワウ駆除でございます。 

 これまで庵治地区におきましては，森林環境だけでなく，特に，漁業に対するカワウの

深刻な被害，そういうことから，これに対応することで，合併前の平成１７年度，この年

度で庵治漁協は，庵治町の支援を受けまして２００羽余りのカワウの駆除を行ったところ

でございます。 

 また，本年３月に開催されました，第１回の地域審議会での駆除事業の継続要望，更に

カワウの行動範囲や繁殖能力等から広域的な対応が必要でございますことから，本年度に

おきましても，県の助成を仰ぐ中で，引き続きカワウ食害対策事業といたしまして，６月

１日から７月３０日までの間，庵治漁協と香川県猟友会との連携によりまして，兜島，あ

るいは鎧島などの広範囲にわたって猟銃による捕獲作業，これ２２回にわたりまして実施

いたしまして，４００羽余りを駆除したところでございます。 

 平成１９年度におきましても，カワウの生態等から，引き続き県と連携いたしまして関

係団体の駆除事業を支援してまいりますほか，現在，県が昨年度から進めております被害

の実態把握，野鳥の会の協力によります生息場所，羽数の調査などを踏まえまして，来年

度中にカワウ対策マニュアルを策定することといたしておりますことから，本市といたし

ましても，これらに沿って対応してまいりたいと存じておりますが，いずれにいたしまし

ても，カワウ対策は，何分，広域的な取組，これが必要でございますことから，本市とい

たしましても，一層，県に要望いたしますとともに，特にお願いいたしたいのは，皆様方，

関係団体の御協力，あるいは御支援，これを一つ県に向かってでも，県に対し，一つ御要

望等を賜りますよう，お願いいたしたいと存じております。 

 以上でございます。 

○議長（上北会長） 続いて，「市有地等の有効活用」について，御説明を願います。 

○川西農林水産課長 「市有地等の有効活用」のうち，草，木の処分場所の確保でござい

ます。 

 お聞きいたしますと，庵治地区では，環境美化の一環といたしまして，毎年１０月に道
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つくり庵治町一斉清掃を行っております。その際，草や木の集積場所といたしまして，庵

治町斎場の北側にございます元町有林の一部を集積場所として活用してきておるところで

ございます。 

 このようなことからいたしまして，本年度におきましても，庵治校区連合自治会から草，

木の集積場所として利用要望を受けまして，本年９月に承認してきたところでございまし

て，来年度，いわゆる平成１９年度以降におきましても，引き続き同地を集積場所として

活用していただくという方針でございます。 

 以上でございます。 

○議長（上北会長） ただいま説明のありました，「河鵜対策」「市有地等の有効活用」

について，御質問，御意見がございましたら，御発言願います。 

 嶋野委員。 

○嶋野委員 嶋野です。 

 ただいまカワウ対策ということで説明いただきましたが，これまで２か年にわたりまし

て，庵治漁協が町の補助，また，本年度は市の補助を得て駆除をやっておるわけでござい

ますが，恐らくや鎧島に１，５００羽ほどおるのかなと。香川県全域をみますと４，００

０羽を超えておるような状況で，駆除いたしましても年間だいたい３回ほど産卵するとい

うようなことでございますんで。滋賀県の琵琶湖，この地域の駆除活動を見ておりますと， 

国の予算３，５００万ほど投じて，毎年３，５００羽から４，０００羽駆除しておるわけ

ですが，いかんせん３万４０００羽から５０００羽おるということで，いっこうに減って

いないというようなことで。 

県は，それなりに本年度も２４０万ほどの予算措置を講じてくれておるわけですが，

そのうち駆除費が１００万ということで，あと調査費に向けておるというような状況でご

ざいます。 

 市においても，かなり，てこ入れしてくれておるわけですが，一町，一市だけで狭い範

囲で取り組んでも，なかなか，この問題は抜本的に解決しないというようなこともござい

ます。駆除をしますとその周辺から外へ飛んで行って，そこで生息を続けて，ほとぼりが

冷めたら，また帰って来るような状況を繰り返してございます。 

 そういうことから，岡山，香川ならびにこの瀬戸内圏で抜本的に駆除をしていくという

ようなことで，国へ対して予算措置を県ならびに市当局から要望してほしいなと，このよ

うに考えておりますが，いかがでしょうか。 
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○川西農林水産課長 嶋野委員がおっしゃるとおり，カワウにつきましては，中四国，そ

ういう近県，行動範囲，かなりな飛行距離がございます。そういうことで，香川県内でも， 

いわゆる西から東，これに生息，営巣する，あるいはコロニーで繁殖すると，そういうこ

とでございます。 

 それと，また，生態からいたしましても，一年中繁殖して産卵をすると。それで，一月

余りで成鳥になって，飛散して行くと。そういうことでございまして，特に，広域的な取

組がこれは必要なことは，もう，御指摘のとおりでございます。ということからいたしま

しても，高松市あるいは香川県内でも，いろんな，今，生息状況とか羽数調査しておりま

す。そのような対策マニュアル等が出てまいりますので，そういうような中を十分私の方

も検討いたしまして，こういう対策が必要なぞと，県への要望，あるいは国への要望と，

そのようなことについては，今後，内容等を検討しながら要望していくと，そういう考え

でいきたいと考えております。 

○議長（上北会長） 他に御質問ございませんか。 

 無いようですので，№７「河鵜対策」，その他の要望項目「市有地等の有効活用」につ

いては，これで終わります。 

 続いて，その他の要望項目として「県道木田郡北部ルート（仮称）事業」，「庵治文化

館の多目的ホールの有効活用」について，都市計画課交通政策室および文化振興課から説

明願います。 

 都市計画課交通政策室。 

○稲葉交通政策室長 失礼します。都市計画課交通政策室稲葉でございます。よろしくお

願いいたします。 

 №１の「県道木田郡北部ルート（仮称）」，いわゆる県道の整備の要望でございますが，

これにつきましては，周辺市町も含めた広域的な交流を促し，経済，産業，文化など様々

な分野における活性化を図るためには，合併地域を含む本市全域における円滑な道路ネッ

トワークの構築が必要と考えております。 

 取り分け，庵治町地域は，国道１１号，琴電志度線，ＪＲ高徳線により，南北交通が遮

断されており，南北地域を結ぶ主要な幹線道路が無いことから，生活に不便を来している

状況と存じております。 

このため，東部運動公園へのアクセス道路，県道高松志度線や高松自動車道へのアク

セスする県道三木牟礼線に接続する，いわゆる県道木田郡北部ルート（仮称）構想の推進
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を，去る９月２８日，香川県市長会議で県に対し，強く要望したところでございます。ま

た，１０月１９日には，県内８市の保守系議員協議会からも，県知事に対し，同ルート推

進の要望を行ったところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（上北会長） 続いて，文化振興課。 

○川崎文化部次長 文化振興課の川崎でございます。よろしくお願いします。 

 「庵治文化館の多目的ホールの有効活用」，これに関して，使用料の免除関係のお話で

ございますけれども，石のさとフェスティバルは，同フェスティバル運営委員会と本市と

の共催事業であったことから，市が主催する事業との位置付けで使用料をとらないという

ことにしたものでございます。 

 庵治文化館を使用する際には，条例に基づく使用料を使用者に納めていただくというこ

とが原則でございます。また，営利目的での利用の場合は，条例の規定により，３倍の料

金を徴収するということになってございます。庵治文化館に限らず，市内の同様の施設で

は，一般の利用に際して，その使用料を減免することは無く，原則として，使用者が使用

目的に応じて納めていただくということになっております。 

 なお，庵治文化館の今後の活性化についてでございますけれども，文化館の設置目的に

沿った中で，地元まちおこし会との連携，協働を図りながら，活性化に取り組んでまいり

たいと考えております。 

 どうぞよろしくお願いします。 

○議長（上北会長） ただいま説明のありました，「県道木田郡北部ルート（仮称）事

業」「庵治文化館の多目的ホールの有効活用」について，御質問，御意見等ございました

ら，御発言願います。 

 特に無いようですので，その他の要望項目「県道木田郡北部ルート（仮称）事業」「庵

治文化館の多目的ホールの有効活用」については，これで終わります。 

 以上で，会議次第３「平成１９年度建設計画実施計画に関する要望に係る対応方針につ

いて」は，終了いたします。 

 会議次第４ その他 

○議長（上北会長） 続きまして，会議次第４の「その他」ですが，せっかくの機会でご

ざいますので，委員さんの方で何かございましたら，御発言願います。 

 三好委員。 
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○三好委員 三好です。 

 先ほども，ちょっと申しましたけれども，この屋島との間を浚渫していただきたいとい

うことで，漁業組合，それから屋島漁協，開発組合，それから，それに関連する業者等が

寄りまして，浚渫をお願いしたいというような要望を出しとんですが，それはお聞きにな

っとんですか。 

○議長（上北会長） お答えできる方がございましたら，御返答をお願いいたします。 

○白井河港課長 河港課の白井でございます。 

 今の三好委員さんのお話でございますけれども，久通港の浚渫の関係ですよね。それに

つきましては，要望書もいただいておりますし，それについて，久通港だけでなくて，外

の港湾とか漁港の浚渫してほしいという要望がたくさんまいっております。 

 それで，ただ，その実態といいますか，現状の把握ができておりませんので，調査をし

てですね，現状，どれくらい浅くなっているか，どれくらい緊急度があるか，その辺をち

ょっと調査させていただきまして，計画的に浚渫していきたいなと考えております。ただ，

それ以上のことは，ちょっとこの場では，お答えできませんけれども，そういう計画的に

したいと，どこを先するとかいうのがこれからの話になりますので，調査をしたいという

ことでございます。 

 以上でございます。 

○議長（上北会長） どうもありがとうございました。三好委員さん，よろしいですか。 

 三好委員。 

○三好委員 いろいろと御検討いただきたいという形でお願いしとんですが，こういう，

この審議会等につきまして，御回答いただけるんでないかという期待をしとったんですけ

れども，今，課長の方からお話がございましたように，検討中だということでございます。 

 全般的に，浚渫とかいろいろな問題が起こってきとると思いますけれども，できるだけ，

困っとる所を優先的にお考えいただきたいということで，質問を終わります。 

○議長（上北会長） 他に御意見ございませんか。 

 平田委員。 

○平田委員 平田です。 

 庵治支所の２階の空き室利用を，各種団体に開放していただけませんでしょうか。 

○議長（上北会長） お答えできる方。はい。よろしくお願いします。 

○久利市民部次長 地域振興課の久利と申します。 
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 ただいまの御質問でございますが，各種団体のいわゆる活動スペースということでござ

いますので，これまでの事例としましては，牟礼支所において，いわゆる団体共有の，共

通のですね，活動スペースとして，机，いす等を置いて，ある程度，弾力的に使えるよう

な使用例もございますので，その辺は支所と御相談をいただいたらと思いますので，私ど

もの方からもそのようなことを申し添えておきますので，よろしくお願いします。 

○議長（上北委員） 平田委員。 

○平田委員 どうもありがとうございました。 

 もう一つ，お願いします。 

 また，それにちなんで，備品の貸出しなんですけど，支所での手続で備品を借りられる

ようなこともできませんでしょうか。 

○久利市民部次長 備品と申しますと，具体的にどういうものを指しておられるんでしょ

うか。 

○平田委員 机とかいすなんかです。何か行事するときに，本当に困るんです。やはり，

今まで使わせていただいていたんですけど，ちょっと手続が難しくって，すぐに間に合わ

ないんです。で，あれでしたら，支所での手続で，できますようにお願いしたいんです。 

○久利市民部次長 これにつきましては，いわゆる目的外使用ということではありますの

で，運用については支所とそのあたり御相談いただいて。特に，この取扱いについては，

今のところ，私も定めておりませんので，支所とよくそのあたりは相談しますので，いわ

ゆる地域の方でもどういう形で，どういう使用であれば使いやすいのか，あるいは，どう

いうように使用するのかということは，おまとめいただいて，その上で，私どもその支所

と，いわゆる使用許可といった部分についてですね，弾力的な取扱いができるのかどうか，

相談をしたいと思います。できるだけ地元の利用ということを前提にですね，有効活用が

できるんであれば，そのような方向にいたしたいと思います。 

○議長（上北会長） 他に。三好委員。 

○三好委員 関連質問でございますが，実は，先般，文化祭をいたしました。それで，机

とかいろいろな備品をお借りせないかんということでございますけども，なかなか縦割り

行政がきちっとしとるから難しい。手続が本当難しいということを御理解いただかないか

んのでないかということで，一つの事業するんでも，大変，お借りするんに苦慮するとい

うことがございます。そういうことが，きちっと分かりましたので，率直に申しあげてお

きます。 
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 それから，もう一点申しますが，学校の運動場をお借りせないかんということで，駐車

場等で。今度，鍵を開けようと思ったら，鍵が１８ぐらいございましたわ。どれがこれや

ら分からん。ほんで，我々素人では開かないということで，学校関係の人でなかったら開

かないというような状態でございます。もう少し簡素化できるように，鍵もうまくだれが

使っても開くような状態を作っていただきたいということでお願いしときます。 

○久利市民部次長 御当地は学校開放のような事業は，まだ。 

○平田委員 すいません。ちょっと，それに回答させていただきたいんですけど。庵治町

も開放委員会というのができまして，運動場とか体育館なんかは，開放委員会に加入いた

しまして，その使用している方が毎月１回寄りまして，調整して使っているんです。 

 で，やはり，鍵の使用なんですけど，１か所へそれをお預けして，その人に責任を持っ

ていただいて，開放委員会の方へ申請を出せれば，そこで借りられて，鍵も開くようにな

っているんです。 

 ですから，一応，学校関係のものは，その開放委員会の方へ委託しているんです。それ

で私たちは，借りております。すいません。 

○久利市民部次長 開放委員会の中で，いろいろ御相談もいただきながら，円滑にお願い

したらと思いますので。 

○議長（上北会長） 嶋野委員。 

○嶋野委員 この本年度の，平成１９年度の要望事項に入ってないわけですが，庵治町当

時，何回か議会等で，海岸越波対策いうことで，灘目地区の越波でございますが，この庵

治漁港周辺の防潮対策については，国の予算措置を得ながら，やっていくということでご

ざいますが，灘目地区の越波について，何か市の方で検討なされているのかどうか，ちょ

っとお伺いしたいと思いますが。 

○議長（上北会長） 御返事できる方。河港課。 

○白井河港課長 河港課の白井でございます。 

 庵治沿岸ですけども，その越波対策については，要望，いろいろな方面からお聞きはし

ております。ただ，台風時に越波して困るんやとか，そういう台風時だけの対応でですね，

ハード面を整備するということは非常に難しいと考えております。ただ，その中でも，少

し潮が高くなって，それから，冬場の風の強いときとか，大型船が通っただけで越波する

と，民家の方に潮の被害を被るというようなお話も聞いておりますので。 

ただ，建設計画に登載されている事業との関係もございますので，それと，十分現場
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も把握できておりませんので，ちょっと現状把握した上で，その調査をしていきたいとい

うことで考えております。 

 以上でございます。 

○議長（上北会長） 嶋野委員。 

○嶋野委員 台風時のみならず，冬場の北西の季節風の強いときに，非常に，満潮時に越

波をしているような状況で，台風時は特にひどいわけですが，民家の方まで潮水が掛かっ

ておるというような状況でございます。 

 町当時に，何回か，町の職員が写真も撮っておって，現状は把握しておるわけですが，

合併協議の中で，余り，そのような越波のことも言っておらず，そのまま，うやむやに放

置されたような格好になっておるわけですが，非常に灘目地区の住民の要望としては強い

わけで，今後，また，市議会の方でも，いろいろ御検討していただいて，また，行政が住

民の声を反映していただくように要望をお願いしたいと思います。 

 以上です。 

○議長（上北会長） 他に御質問ございませんか。 

 特に無いようですので，この際，議長の職でございますが，高松市漁港管理条例および

道路整備について，質問をさせていただきたいと思います。 

 まず，高松市漁港管理条例について，御質問をいたします。 

 高松市漁港管理条例におけます，庵治町地域の漁港の係船料の取扱いについて，御質問

をいたします。 

 漁港における係船料の取扱いについては，旧庵治町においては，平成１３年１２月議会

において，当時の漁港法の改正に伴い，庵治町漁港管理条例の改正を行い，その中で，プ

レジャーボート，その他の船舶は係船料を徴収し，漁船については免除することを制度化

いたしておりました。また，あわせて，町内に住所を有する者は半額とする旨，規定をい

たしておりました。旧高松市においては，合併時において，旧庵治町と同様の条例改正が

なされていなかったため，係船料の取扱いについては規定がなく，現在，検討中というこ

とで，両市町間に大きな違いがございました。 

 そのようなことから，合併協議会において，当時，合併協議会委員でありました，嶋野

委員や私の方から，そのことについて，質疑を行った経緯がございますが，具体的に申し

ますが，高松市庵治町合併協議会第３回会議では，高松市漁港管理条例の今後の整備につ

いての考え方について，また，第４回会議では，プレジャーボートに加え，漁船からも係
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船料の徴収を検討中であるなど，高松市漁港管理条例の改正内容について，質問を行いま

した。 

 さらに，第７回会議，第８回会議におきましては，法制度的な庵治町地域の漁港の係船

料の取扱いについて質問を行い，そのときの答弁の内容は，次のとおりでございました。 

 「基本的に，条例は高松市の漁港条例なら漁港条例一つになります。」と。「一つの中

で，庵治町地域の漁港については，従来の制度の規定を盛り込む形になろうかと思います。

基本的には一つの条例の中で，適用する地域が分かれるということになろうかと思いま

す。」という内容でした。 

 この答弁に対して，「高松市の条例で保護してくれるのはありがたいけれども，何かう

まい話を聞かせてもらって後からはしごを外されるような話にはならんのですわね，間違

いないですか。」と，少し言葉が悪いですが念を押したわけでございます。 

 これに対して，再度，「一つの条例の中で，高松市と庵治町は併記していく。」との回

答でございました。 

 このような経緯を得て，平成１７年２月１４日，合併協議会第８回会議において，「庵

治町の漁港管理事業については，現行のとおりとする。」ということで，確認されており

ます。 

 以上が，今まで合併協議の経緯でございますが，今回，プレジャーボートの所有者が船

を更新する際，係船料について，「町内に住所を有する者は半額とする。」との文言が，

現在の高松市漁港管理条例には，規定されていないことが判明いたしました。当局に確認

するに，条例の中に明記することは適当でないというような回答でございました。その後，

担当部署の方から，足を運んでいただいておりますが，この事案が発生するまで，合併協

議会での合意事項が実現されていないことを，私自身，承知していませんでした。 

一方，合併協議会が発行した合併時における生活情報ガイドブックには，庵治町地域

に住所を有する者は半額と明記をしております。ガイドブックはこれです。これには半額

と明記しております。 

 このため，今回の地域審議会できちんとした形で質問し，御説明をいただき，それを記

録として保存すべきと判断いたしました。今回，この席をお借りいたしまして，質問をす

るものでございます。よろしくお願いをいたします。 

 そこで，まず，お尋ねをします。 

 今回の事態，合併協議と違った対応に至った経緯について，説明をお願いいたします。 
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 河港課長。河港課。 

○白井河港課長 河港課の白井でございます。 

 今，会長さんからおっしゃられました，庵治町のプレジャーボートの係船料の関係でご

ざいますけれども，合併協議の中で，高松市庵治町区域内の漁港のプレジャーボート係船

料の，庵治町内に住所を有する者は半額とするということについてでございますが，合併

協議の中の現行どおりとするということで，高松市の漁港管理条例を改正する手続，それ

から，中の条文等を整備する中で，その中に，同じ行政区域内で一部分だけを将来にわた

ってですけれども，特別扱い，いわゆる，するということについては，地方自治法の２４

４条の第３項，「普通地方公共団体は，住民が公の施設を利用することについて，不当な

差別的取扱いをしてはならない。」という規定に抵触するのではないかということで。条

例は一本化してはおります。それで，庵治漁港について，この条文以外につきましては，

特別扱いといいますか，法的に抵触しないものについては，登載しております。ですから，

その一文については，地方自治法に触れるということで記載できませんでした。 

 それで，今，その分をどうするかということにつきましては，法律の専門家等に協議い

たしました結果，合併協議の中で現行のとおりにするということは，庵治町が許可をして

おる，合併以前の庵治町が半額と認めて許可をしておる分については，既得権があるだろ

うと，それは認めなければならないということでございましたので，条例上は認められま

せんけども，その既得権ということに対しまして運用していこうと，既得権を認めて運用

していこうということで，現在，今まで庵治町で許可しておった分が，そっくりそのまま，

許可申請なりしてきた分については，当時，半額のままで許可しております。 

 今後，それをどう取り扱うかということでございますけども，今までの合併協議の経過

もございますので，既得権ということは認めてまいりたいと思いますけども，ただ，条例

上，公平性の原則といいますか，公平性の観点からいいますと，庵治町自体の，漁港自体

の料金も非常に安いし，高松市，旧高松市から見たら非常に公平性に欠けるんでないかと

いうこともございまして，人と，基本的に所有者，それから船が換われば既得権は消滅す

るというような運用をしていきたいということで，現在もそういう運用をしていっており

ます。ただ，今，おっしゃられたように，庵治町の方が船を換える，事前に，そういうお

知らせとか，知らなかったということについては，私どもも周知が徹底されていなかった

ことについては，説明不足であったという認識はしておりますけども，ただ，公平性から

の，今，言いましたように，公平性からの観点から言いますと，それは，高松市と一緒に
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するべきでないかということで運用はしております。 

 以上でございます。 

○議長（上北会長） 御質問をいたしますけれども，当初，合併協議会において，先ほど

述べたように，庵治町のそういう危惧を懸念して，条例の中でそれらを一つの条例として

とらえていくという御返事を庵治町はいただいておったと思うんです。それと，その条例

の取扱いについて，公平，不公平，合併時の条例の，編入合併時においてでもですが，取

扱いについて，各町の条例を生かしたまま合併する，したという件もあるやに聞いており

ます。いろいろその地域，地域によって，特性をいかしておったわけだから，そういった

ものを住民の権利というものを，やはり，そこでできないのであれば，その当時に，そう

いうことは，庵治町の現行どおりとするということはできないんだという御返事をいただ

きたかったわけですが，我々，協議した内容に若干反するのでないかと。そういうことで

あれば，事前に合併協議会の時点で，早急に，そういう公有財産の規定に，若干，触れる

というのであれば，そういうことを，当然，当時に説明していかなければならないのでな

いかと。ただ，高松市が条例を作ったけど，肝心なところの庵治町の住民半額言うんは，

公平に反するから除けると言うようなことで，条例の制定自体がお約束から外れてしまう

ということは，今後，いろいろな，これから建設計画の事案がありますが，いろいろな問

題でですね，本当に高松市を信用していいのかどうか，本当に危惧するところであります。 

 それで，例えばの例で言うんですが，どうしてその半額という文言が，公有財産の公平

な利用ということで，どうしてもそこが抵触するんだということじゃなくて，私自身の考

えとしては，やはり，当然，当時しておったように，ああいう市の管理条例も見せていた

だきましたが，附則のところで，庵治町の区域のものは，なるほど一つとしてあがってお

りますが，ただ半額という規定だけを除けておるわけですが。ただ，いろいろそういった

面において，もう少し，私自身は条例の組立て方，持っていき方に検討の余地が無かった

のだろうかと。ああいうような表で歴然と出さなくっても，庵治町の場合に，庵治町の区

域内にある漁港は，旧の庵治町条例を例としてですね，それを適用するような文章での表

現であれば，どこにもその二分の一というのは出てこないけれども，そら全部を探ります

と分かりますけれど，そういう市の条例の中には，言葉で当分の間ということでの表現で

いけるのではないだろうかと。と申しますのは，過去にですね，港湾法，漁港法の間にお

いて，補助金の国の補助率は一緒でありましたけれども，農林水産省の関係の漁港法につ

いては，過去に特例法でですね，附則で特例を置いて，附則で当分の間，その漁港に関し
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ては，国は二分の一をいただけると。今は，漁港法が改正になりまして，全部文言が変わ

っておりますけれども，やはり，そういったような，特例措置が取れなっかたものかどう

か，そういうことについての，文章での表現の検討をいたしたかどうか，ちょっとお聞き

しておいたらと思います。 

○白井河港課長 高松市漁港管理条例は，以前からあったわけですけれども，それを改正

する中で，その辺は十分に庶務課とも協議させていただいた結果，どうしても入れられな

いということで，こういう条例になったわけでございます。 

○議長（上北会長） そちらがそう言うのであれば，これは水掛け論になるんで。我々と

しては，やはり，もう少し約束を遵守たるために，絶対に，絶対ということは僕は無いと

思うんです。いろいろ工夫すれば，庵治町を救済する方策も，僕はあるんでないだろうか

と。ただ，牟礼町の規定も附則の中に見てみますと，牟礼町は牟礼町のそのままを残して

ですね，時限立法的な形で規定しておりますわね，附則のところで。占用料とか使用料と

か，平成２３年までとかいうような規定をしておりますんで，やはり，庵治町もそういう

ような形でですね，庵治町半額ということの言葉を表現しなくても何らかの救済措置はあ

ったのでないかと。市の方は，皆，英知を集めて検討した結果，法制執務の関係者がやっ

たんだろうと思うんですが，やはり，そういう方法があるんでないか。今後とも，やはり，

私が聞いておりますのは，それを遵守するために，今後，要綱等で内部規定で決めていこ

うということの私に御返事があったと思うんですが，その要綱等であってもですね，要綱

等が告示行為に係る要綱等であれば，私自身は構わないと思うんですが。ただ，事務取扱

要綱的な，庵治町のプレジャーボートは二分の一にするんだというようなことでの取扱い

では，そういうことでは，やはり，これはもう，いつ庵治町の住民の権利が守られるかど

うかということは，定かでないような気はいたします。そら，要綱であっても，ちゃんと

告示行為をしていただける要綱であれば，私自身は，それならそれで結構かと思うんです

が，そうでなければ，やはり，庵治町住民にお約束しておったことが変わった形で表れて

きておるというふうに，私は考えるわけでございます。 

 それから，もう一つ申しますけれども，プレジャーボートの件の関係者から，私の方に

ちょっと，経緯書をいただいておるんですが，何かそういうようなガイドブックに載って

いながらですね，高松市の許可，いろいろ御協議に行ったわけであろうかと思うんですが，

どうも，甚だ，ちょっと庵治町住民が納得しかねるような応対，返事で，十分に説得でき

たかどうか，私は分からないと思います。やはり，新しいこういったようなガイドブック
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に載せている以上は，これは公の物です。これ，この下にですね，ただし，庵治町地域に

住所を有する者は半額になりますということで，公然とこれ書いております。それが，庵

治町住民が行ったときに，いや，市の条例はこうだと，公有財産についての規定が公平の

感を失するからだめだとか。そういうことじゃなくて，やはり，もっとですね，十分に，

広報等は１５日おきに出ておるんですから，その旨，何らかの方法をするなり，関係者を

漁業組合を通じて集めて何かの説明会をするなり，一つの，やはり，手順を踏まえないと

住民サイドも，こういうものしか住民には残っておりません。 

 そうした中で，一所懸命で担当課が説明をしたように経緯には書いておるんですが，一

応，そういったようなことで，大事な合併協議会で約束しておいたことをですね，やはり，

新艇に新しいものに換えたら，当然，前の既得権は生かされるとか，そういったようなこ

とは，当然，そういう難しい事案については，それぞれ御理解をいただくなり，一応，最

低でも，私は説明会はあるべきだと思っております。 

 私，この，ちょっと，相手の方が書いておる中で，「年度替わりの係船許可更新の際に

送られてきた書面でも，一切，触れられておりません。」と，こう書いておるんですが，

一応，そういうような年度替わりで更新の手続をする場合にですね，それにすら，その庵

治町の新艇をした場合には，新しく艇をやり直した場合には，その基準が変わった場合に

は，それは，従前の既得権は認めませんよということを，やはり，きちんと明記して，や

はり，十分に住民にそういったような情報を公開すべきではないだろうかと。この点につ

いては，甚だ，私もこれ，元，役場におった人間の関係上，やはり，そういうやりとりを

皆さん方とやるのは，あまり好きではありませんが，やはり，もう少し住民の気持ちに立

ってですね，今後とも，いろいろな問題を解決なりしていっていただきたいと。いろいろ

合併協議でたくさんの項目の，皆さん方，高松市との協議事項でお約束ができております

が，いや，これはちょっと法律にちょっとあやしいんだとか，これはちょっとおかしいん

じゃないかと，それを勝手にぽっぽ，ぽっぽと変えられるという恐れの危惧は十分にあり

ます。ましてや，この条例すら執行できなかった，約束をできなかったということについ

て，要綱であれば，なおさら新しい，先ほど増田市長さんは退職されると申しましたが，

新しい市長さんがなられるわけですから，そういった市長さんに事務の申送りはすると言

いながら，果たして，それが通用するのかどうかなと。要綱あたりで，庵治町はプレジャ

ーボートは半額にしとんです。高松の庵治町以外は，全員，まるたもらいよんです言うて。

ほんだら，それを市長さんが果たしてＯＫを出すかどうか。やはり，住民の権利なりを担
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保できるのは，やはり，条例であり，法制，法律の中で救済しておけば，我々協議した者

にとっても，安心しておけるんではないだろうかと考えております。 

 これ，私ばっかりが長いことしゃべってもしょうがございませんので，この件について

は，一応，慎重に今後取り扱っていただきたいということを，御要望しておきます。それ

と，一部改正において，何らかの救済方法が，庵治町住民に対して担保できる方策がある

のであれば，もう少し検討をしておいていただきたい。当分の間といいながら，国におい

ては，もう何十年も，当分の間の文言で通用してやっておる場合もございますので，そう

いったようなことで，お願いをしたらと思います。 

 無理なお願いですけど，反論がございましたら，また別の機会で，時間が長くなります

ので，簡単に反論があるんであれば，よろしくお願いします。 

○白井河港課長 一言だけちょっと。今，条例の中でうたえなっかたことにつきまして，

それは，我々も一所懸命，何とかならんかということで，やったんですが，どうしてもい

かんということで。ただ，既得権の，今，おっしゃった許可をもらっている方につきまし

ては，先ほども申しましたけども，既得権を認めて半額ということでは運用しております。

ただ，先ほども申しましたように，いつまででも，そういう状況がこう続くんでは，先ほ

ども申しましたけども，公平性の関係もありますから，船とか人が換われば，それは消滅

するということは，御理解願いたいと思います。 

 それと，それにつきまして，そういうことで自然淘汰的にそれが解消されていくという

ことで，私たちも合併協議の趣旨を踏まえて，そういう減免措置いうことで，決裁も執り，

処理をしております。そのことを，ちょっと御理解をいただきたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（上北会長） 続きまして，もう一点，道路関係で御質問をさせていただきます。 

 建設計画には記載はされておりませんですけれども，その他の要望として提案した場合

の取扱い方についてですね，先ほども，その他の御要望ございませんか言うたら，各委員

からいろいろな御意見も出ておりましたが，現在，庵治町でこういった事例がございます。 

これも，その他の要望事項になってまいりますが，現在，市道に認定し，用地は無償

提供するというような市道がございます。そういったものが，建設計画には載ってござい

ません。そういったものを，手掛けられる時期，あるいは，そういったものの事案の取扱

いについてですね，建設計画に載っておるものは，一応，１０年後でなければ，１０年以

内に建設計画は執行されるわけですが，それから後に，新たな事案は処理されていくのか，
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あるいは，そういったような用地を無償提供しますということの一札を取った上で，市道

に，昔の町道に認定したような道路がございます。 

そういった箇所で住民から要望が出た場合に，こういう事案についての今後の取扱い

ですね，そういったものが，本当に，その他の事項として，利害関係者に対しては，いつ

ごろ，こういうものは完成できるんだと。時期は約束できませんが，市の財政も厳しい状

況ですので，なかなかそういったもので，庵治町の端にまでは手は回らないと思いますが，

その他の案件として取り上げた場合に，どういうような方向性で動かれるのか，御返事で

きる方がありましたら。これは，もう当然，１０年以後になるんだというんであれば，市

道で認定しておっても，十年先でなかったら，ここは完成できないんだということであれ

ば，また外の手法も考えなければならないかと思いますけれども，そこらあたりの御答弁

いただける方がおられましたら，お願いを申しあげます。 

○稲垣土木部次長 道路課，稲垣です。 

今の御質問含めまして，道路課の方で，今現在，市道の整備等を行っておりますけど

も，整備に当たっての考え方，ちょっと全体的なことを申しあげますと，現在の市道の整

備に取り組んでいる中で，一つにはですね，合併以前から，既にですね，取り組んでいる

路線がございます。その路線につきましては，早期の完成目途に，本年もですね，予算化

して実施に向けて，今，取り組んでおります。それから，二つ目にはですね，未着手でで

すね，計画されておる路線につきましてもですね，市民が安全，安心に日常生活上，営む 

上で必要な道路ということで，我々，認識しております。その中で，事業のその有効性な

どを考慮する中でですね，整備効果の高い，それで，地元関係者と合意形成が得られる路

線につきましてはですね，いろんな事業手法があろうかと思います。補助制度等ですね，

また，合併特例債も適用してですね，取り組んでまいりたいいうには考えております。 

今，お尋ねの建設計画に登載されていない路線ということですけども，先の議題の中

にですね，２路線ほどございました。建設計画に登載されてない，市道才田谷線ですか，

それと，もう一個の庵治中央線ですか。これにつきましても，建設計画に載ってないんだ

けれども，市民生活上ですね，緊急に必要と認められる路線につきましては，地先所有者

等の協力が得られる中でですね，庵治町民の方が，緊急車両，救急車とか消防車ですね，

通れないような所についてはですね，緊急に整備したい。これも，先ほど，会長がおっし

ゃったように予算の関係もございます。財政のこともございます。それは，計画的に，順

次，進めてまいりたいと思います。 
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それと，最後になりますけども，建設計画に登載されてないものについては，１０年

後ということではなくて，やはり，地域のその事情とか，バランスに配慮しながらですね，

必要なものについては，現場等を確認した上で，庵治地区住民の方がですね，建設計画に

載っておるよりもですね，緊急にこれは必要やと，明らかに認められるものについてはで

すね，そら積極的に取り組んでまいりたいというふうには考えております。 

以上です。 

○議長（上北会長） よく分かりました。 

 一応，そうすればですね，先ほど，私が御説明した事案については，要するに，道路状

況とか，その地域の人が要望しておるぐらいではですね，やはり，早急に実現は，私自身

はですよ，不可能というような考え方をするわけですが，そうした場合に，仮に，今現在，

市道に認定しておるものを市道を廃止というような手続なんかは，市の方へ御要望すれば，

すぐに市道の廃止とかいうのは，できるわけですか。 

○稲垣土木部次長 ちょっと，御質問の中身が，ちょっと理解できないんですけども，現

場等を見た上でですね，それは，お答えさせていただきたいなというふうには思っており

ます。 

○議長（上北会長） どうもありがとうございました。 

 他に御質問ございませんか。 

 特に無いようでございますので，会議次第４，「その他」は終了いたします。 

 以上で，本日の会議の日程はすべて終了いたしました。当局には，平成１９年度予算に

おきまして，本日の会議の内容を含め，予算措置，配分の面におきまして，特段の御配慮

をお願いしたいと思います。また，今後におきましても，建設計画の適切な執行をよろし

くお願いを申しあげます。 

 皆様方には，長時間にわたり御協議を賜り，また，円滑な会議の進行に御協力をいただ

き，誠にありがとうございました。 

会議次第５ 閉会 

○事務局（島野係長） これをもちまして，平成１８年度第２回高松市庵治地区地域審議

会を閉会いたします。大変お疲れ様でございました。今後とも，よろしくお願い申しあげ

ます。ありがとうございました。 

 午前 １１時２５分 閉会 
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